
【特集記事】
昔のくらし、見ぃつけた！資料館で

　

旧
勝
呂
小
学
校
校
舎
に
、
子
ど
も
達

の
に
ぎ
や
か
な
声
が
響
き
渡
る
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
！
毎
年
秋
に
な
る
と
、

社
会
科
見
学
で
多
く
の
小
学
生
が
資
料

館
を
訪
れ
ま
す
。

　

資
料
館
で
は
、
社
会
科
見
学
や
職
業

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
受
け
入
れ
・
民
具
の
貸

し
出
し
・
出
前
授
業
な
ど
を
通
じ
て
、
学

校
を
支
援
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
遠
出
が
難
し
い

中
、
市
内
の
多
く
の
学
校
か
ら
見
学
の
申

し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

資
料
館
を
初
め
て
訪
れ
た
子
ど
も
達

は
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
手
に
展
示
室
を
回

り
な
が
ら
、
坂
戸
の
歴
史
や
昔
の
暮
ら

し
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
や

二
階
の
和
室
で
は
、
建
物
や
民
具
に
つ
い

て
ク
イ
ズ
形
式
の
解
説
を
行
う
こ
と
も
。

ガ
ラ
ス
製
の
「
ハ
エ
取
り
瓶
」
や
く
る
く
る

と
回
る
「
手
動
洗
濯
機
」
は
、
子
ど
も
達

に
特
に
人
気
が
あ
る
民
具
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

ま
た
、
夏
に
坂
戸
市
文
化
会
館
「
ふ
れ

あ
」
で
開
催
し
た
第
二
五
回
坂
戸
市
埋

蔵
文
化
財
出
土
品
展
で
は
、
新
た
な
試

み
と
し
て
、
親
子
向
け
の
学
習
応
援
企
画

「
夏
休
み
だ
よ
！
出
張
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を

は
に
わ

す
ぐ
ろ

開
催
し
ま
し
た
。

土
器
を
じ
っ
く
り

と
観
察
し
た
り
、

出
土
し
た
古
代

の
ア
ク
セ
サ
リ
ー

と
埴
輪
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
を
見
比
べ

た
り
と
、
教
科
書

で
お
な
じ
み
の
土
器
や
埴
輪
か
ら
古
代

の
坂
戸
の
様
子
を
探
る
展
示
は
、

大

人
の
方
に
も
大
好
評
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

と
一
緒
に
会
場
で
配
布
し
て
い
た
、
土

器
を
か
た
ど
っ
た
シ
ー
ル
は
、
あ
っ
と
い

う
間
に
な
く
な
り
ま
し
た
。

　 

一
方
で
、

資
料
館
に
よ
る
学
校
へ
の

支
援
活
動
に
は
課
題
も
あ
り
ま
す
。

資
料
館
を
訪
れ
る
の
は
、

社
会
科
で

郷
土
の
歴
史
や
昔
の
暮
ら
し
を
学
ぶ

単
元
が
あ
る
小
学
校
三

・
四
年
生
が

ほ
と
ん
ど
で
、
小
学
校
の
他
学
年
や
、

中
学
生

・
高
校
生

・
大
学
生
へ
の
学

習
支
援
の
機
会
は
な
か
な
か
あ
り
ま

せ
ん
。
学
校
へ
の
案
内
チ
ラ
シ
・
資
料

館
だ
よ
り
な
ど
の
送
付
を
通
し
て
、

多
様
な
支
援
の
足
が
か
り
を
作
っ
て

ゆ
く
こ
と
が
今
後
の
目
標
で
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
大
安
公
園

（
粟
生
田
地
区
）
に
保
存
さ
れ
て
い
る

旧
高
麗
川
大
橋
で
す
。
粟
生
田
地
区
と

中
里
地
区
に
ま
た
が
る
高
麗
川
大
橋
は
、

今
も
昔
も
、
川
越
方
面
と
毛
呂
山
方
面

を
結
ぶ
、
坂
戸
の
重
要
な
交
通
ス
ポ
ッ
ト

で
す
。

　

大
正
一
三
年

（
一
九
二
四
）
に
木
橋

か
ら
架
け
替
え
ら
れ
た
旧
大
橋
は
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

（
Ｒ
Ｃ
）
造
の
立
派
な

も
の
で
し
た
。
同
じ
年
に
は
、
埼
玉
県

内
で
も
名
栗
川
橋

（
現
飯
能
市
）
が
完

成
す
る
な
ど
、
Ｒ
Ｃ
造
の
橋
が
普
及
し
始

か

こ
こ
ろ

び
ん

た
ん
げ
ん

き
ょ
う
ど

社会科見学に訪れた、 市内の小学校 3年生のみなさん。 話を聞きながら真剣にメモを取っています。
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展
示
中

企
画
展
示
「
紡
ぐ
ー
糸
か
ら
布
へ
ー
」

展
示
中

庁
舎
内
展
示
「
武
蔵
七
党　
　
　
　

」
　

今
回
の
展
示
テ
ー
マ
は
「
糸
と
布
」
。

糸
車
や
機
織
り
の
道
具
な
ど
、
昔
の
糸
・

布

・
衣
服
作
り
に
関

連
す
る
民
具
を
紹
介

し
ま
す
。
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
に
興
味
が
あ
る
方

に
お
す
す
め
で
す
。
展

示
は
令
和
五
年
四
月

末
ま
で
。

　

子
供
の
頃
、
初
夏
に
な
る
と
、
用
水
路
に
入
っ
て
ハ
ヤ
や
ナ
マ
ズ
な
ど

の
魚
を
捕
ま
え
て
遊
ん
で
い
た
。
一
人
が
下
流
で
網
を
持
っ
て
待
機
し
、

も
う
一
人
が
上
流
か
ら
大
き
な
水
音
を
立
て
る
と
面
白
い
ほ
ど
魚
が
網

に
か
か
っ
た
。
楽
し
か
っ
た
思
い
出
で
あ
る
。

　

河
川
改
修
前
の
高
麗
川
や
越
辺
川
に
は
、
フ
ナ
、
コ
イ
、
ナ
マ
ズ
、
ア
ユ
、

ウ
ナ
ギ
な
ど
様
々
な
魚
が
住
ん
で
い
た
。
川
や
沼
で
は
「
川
漁
」
が
盛

ん
に
行
わ
れ
、
当
館
に
も
多
く
の
漁

具
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、

展
示
室
で
存
在
感
を
放
っ
て
い
る
の

が
筌
で
あ
る
。
一
度
入
る
と
脱
出

で
き
な
い
仕
組
み

（返
し
）
の
つ
い
た

筒
を
用
い
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
捕
ま

え
る
置
き
型
の
漁
具
だ
。
魚
種
に

よ
っ
て
大
き
さ
や
構
造
が
異
な
り
、

餌
や
、
狭
い
と
こ
ろ
に
入
る
習
性
、

活
動
時
間
な
ど
を
見
極
め
て
行
わ

れ
る
。
筌
漁
は
人
と
魚
の
知
恵
比
べ

だ
っ
た
。
（
山
本
）

は
た

む
さ
し
し
ち
と
う

き
ん

た
か
さ
か

　

市
役
所
一
階
ホ
ー
ル
で
開
催
中
。
二

〇
二
二
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉

殿
の　

人
」
で
も
、

武
蔵
武
士
は
大

活
躍
！
坂
戸
で
鎌
倉
時
代
に
活
動
し

た
武
士
団
に
つ
い
て
知
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

展
示
は
令
和
五
年
六
月
末
ま
で
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
大
安
公
園

（
粟
生
田
地
区
）
に
保
存
さ
れ
て
い
る

旧
高
麗
川
大
橋
で
す
。
粟
生
田
地
区
と

中
里
地
区
に
ま
た
が
る
高
麗
川
大
橋
は
、

今
も
昔
も
、
川
越
方
面
と
毛
呂
山
方
面

を
結
ぶ
、
坂
戸
の
重
要
な
交
通
ス
ポ
ッ
ト

で
す
。

　

大
正
一
三
年

（
一
九
二
四
）
に
木
橋

か
ら
架
け
替
え
ら
れ
た
旧
大
橋
は
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

（
Ｒ
Ｃ
）
造
の
立
派
な

も
の
で
し
た
。
同
じ
年
に
は
、
埼
玉
県

内
で
も
名
栗
川
橋

（
現
飯
能
市
）
が
完

成
す
る
な
ど
、
Ｒ
Ｃ
造
の
橋
が
普
及
し
始

は
ん
の
う

な
ぐ
り

こ　

ま

も
ろ
や
ま

ず
い
い
ち

だ
い
あ
ん

あ

お

う

だ

て
っ

地
域
に
生
き

た
武
士
の
姿

13

め
て
い
ま
し
た
が
、
坂
戸
で
は
主
要
な

橋
の
多
く
は
ま
だ
木
造
で
し
た
。
現
在

で
は
市
内
随
一
の
交
通
量
を
誇
る
高
坂

橋
も
、
昭
和
四
〇
年
代
初
頭
ま
で
木
橋

で
あ
り
、
旧
大
橋
が
い
か
に
先
進
的
な

も
の
で
あ
っ
た
か
が
分
か
り
ま
す
。

　

昭
和
末
期
に
現
在
の
高
麗
川
大
橋
への

架
け
替
え
が
行
わ
れ
る
と
、
旧
大
橋
の

一
部
は
粟
生
田
論
所
特
定
土
地
区
画

整
理
組
合
に
よ
っ
て
保
存

・
復
元
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
約
六
〇
年
に

わ
た
っ
て
人
々
の
生
活
を
支
え
た
旧
大

橋
は
、
大
安
公
園
に
集
ま
る
子
ど
も
達

の
遊
び
場
と
し
て
、
今
も
地
域
で
愛
さ

れ
て
い
ま
す
。

あ

お
う

だ
ろ
ん
し
ょ

高麗川ふるさと遊歩道に沿って作られた、 大安公園の中にある。

あ
み

こ 

ま

お
っ
ぺ

サ
カ
ナ
ト
リ

う
け

え
さ


